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【学 フォーラム】 

いのちを学ぶ ク  

愛知学 大学  い み 

 

【要 】 

2011 年 3 11日に こった 日本大 では、 19,747 、 行方 明 2,556

が になりました。 学 では 日本大 の発 から「 日本から学ぶ

ク 」を ち上 、 支 ラン ィ 活動を行ってきました。 110 年の節

目を に、 ・減 学 にも を広 「 を学ぶ ク 」と題し実際に を

学 できた。 

1.活動  

・ 日本大 、大  

では 354 、行方 明 79 、 は 2,789世 と くの をも

たらした。 くなった人のうち 70 の方が助かる可能性があったいのち と われている。

になれてしまって を 知することが ない 性 が き「自分 けは

大 と」 しい ができなくなり れてしまう。そうならないためにできたの

が て で こと う である。 て で ことはて で ばらばら、自分のため

に る。それが他 のためにもなると うこと 。 も ていると じて り く

ことなく るの 。その る場 は、 から くではなく 的に上がることのでき

る高 への である。 

・ 高  

市では 日本大 による大 と、その の大 な により 1,152 、

行方 明 214 の をもたらした。 日本大 にもなっている 高

にはあの日 170 の がいた。教 には 子はもち ンク ー までも

が していた。高さ 12mの 4 には、 場の もあり、 の さが えた。

たちは本 、 上への の 定であったが 事 であることと 内に 要

があることから くのお に 。しかしここもあぶないと うことで高 にある 上

学 へ した。移動 は 2km。 したのは地 発 から 45分 であった。 要

を るために った教 と 事 は 上に し、 事であった。 に い

という 地もあり、日 からの の高さが発 された。 

・大 小学  

同じく となっている 市 大 小学 は 108 、あの日 にいた

のは 78 度。大 小学 では 70 、行方 明 4 の子 たちが になった。

あの日大 小学 の には を うための「 ・ ・ 」が っていたが、

ることが なかったのか、それはこの つは を う の てではないからである。

なに かな があっても、 が ーターになるわけでも 行 になるわけでも

ない。 を うのは ではなく、 に るという と行動 。「 は地 がち っと

いした けで になくなる小さく いもの とあの日 い知らされた。でもその 味

は大きく、おもく、 いことも知った。これ 大 なものはない。」と り の で

3. ⤖ᯝ 

ま 調査 力 を 206 の と 教を 同していない （M = 2.77（SD = 
0.70））と 130 の と 教を 同している （M = 2.89（SD = 0.65））に分 した。

に のない t 定により の 度 の差を したものの 差は確

されなかった（t (334) = -1.61, n.s., d = -0.18）。結果を Table 1に示した。 

 
4. ⪃ᐹ 
本研究では と 教の 同が 度の 化の 与 であるという 説は支

されなかった。これは 年 教を に つ ンドフル な の （e.g., 
, 2021; , 2014）な が の とつかもしれない。今 も 一般的な に する

ー の 化の 与 を探 する必要がある。 
 

5. 㝃グ 

本研究は 人 環 大学の今井 に 大な 力を た。この場を りて

し上 る。 
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M SD M SD

2.77 0.70 2.89 0.65 -1.61 .108 -0.18

t p d

Table 1 と 教は 同していない としている の 度のt 定

と 教を
同していない
（N  = 206）

と 教を
同している
（N  = 130）
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あった。 る き 、しかも ることが可能 った を ることができなかった事実

を にしないためにも の少しでも につながる 味づけをしなければならない。 

・  藤さ  

では 1 年に 1 度 の 子が りますが、100 が わったとこ は一つもな

い。その でも があったから えたものと、 が進 で えなくなったことがある、

から は 幸 と った。 では 1 しか らない。今 も いとこ は かが説

明をしないと かがあったことすら分からない。 化ではなく かったことになってしま

う。 から る けではなく、 り けなければいけない、 え けれなければいけない。 

2. ラフ 大地 と愛知学 大学の について 

ラフ地 は、フィ ン ー が ーラ ー に り でいるため、

地 が発 し すい地 である。今 30 年 内に 70 80 の確 で こると われてい

る。ま い と ってしまうが、現 の 学では な地 の 知はできない。いつ

発 しても いように準 しておかなければいけない。 ラフ地 は最大 度 7、

グ ード 8クラ の地 が こると われている。 日本大 では、 が 源地で

あったが、 ラフ地 では、 と 地, 方が 源地になる可能性がある。愛知 は

源地にまたがっているので、 に じる れは 3分 上 くと されている。 は、

いとこ で 3 分、6 上は り し し て る。高いとこ で 30m えの

が される。ここ岡崎市 の地 は自 型で 地 は 2.09 と 化

クが高く、 れ すい地域になっている。この地域にはち とした が

なく、 地開発が進 でいて ード ッ では 場 になっている場 が になっ

ているな 、 化 クが高いことに が い地域である。愛知学 大学で

は 年 1 訓 を行っている。しかし、 年同じで外の開けたとこ への すると

いうものである。しかし、この 訓 は 化のことも考えていなければ、大学内に外

の人がいるという 定もされていない。 で学 を 定し、4 上に

することも必要である。 は地 、 、 な であり、それ れを 定した

訓 が必要である。 

3.まとめ 

もしも、は こりうることである。つまり 訓 には本 があるということ。3.11 の

学 の 訓 では地域に った子 たちの までは れなかった。 が こる

こにいるかな わからない。 からこそ ターンもの ー をし、 る に えな

ければ行けない。「まさかここまで るとは」と った には れる。 ード ッ

はた の目 で、本当にそこでいいのか自分で をしなければ行けない。そのため知

けでは ることができない。その場に しつぶされない 力と行動力が必要にな

る。 た人、 なかった人、 られなかった人。1人でもいいから助かって しい。

から「 て で こ」がある。 る けではなく り けなければならないこと、

しみ 可 けで わら ないこと、目に えるもの けが ではない。最 から

かったことになるのは しいことである。 い地にいる たちができることは 2011年 3

11日に もが 定外 と ったことを今 、 定内に えていくこと 。知って、 えて、

考えて、行動する。今日知ったことを かに える。それ けで 1人の が助かるかもし

れない。これが今の たちにできる ・ ・減 のカタ と う。 
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